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ITサービス産業にとってのメキシコの立地特殊的優位性 














（Business Process Outsourcing）のオフショアリングに関する情報誌である Global Services 誌
の 2008 年のランキングに，メキシコから 3 つの都市がオフショアリングを行う企業に適した
立地先として世界で第 50 位内に入った（Avinash Vashistha and Khan [2008]）。また『知識経済
化への過渡期にあるメキシコ』と題する世界銀行の報告書は，メキシコの産業構造が単純な組
立加工や製造から，さらに進んだ高付加価値分野へ高度化することを展望し，現在の到達点と




















　本稿の構成は以下の通りである。第 1 に，本稿で用いるオフショアリング，IT サービス貿
















 2）2004 年に U.S. General Accounting Office（米国会計検査院）から改名。なおオフショアリングに関連す
る内容を記述するに当って，井出 [2006]；田村 [2007]；中本・田村 [2006] も参照した。
 3）USGAO[2004], p.2。ただし，国内のサービス需要の拡大に伴って，海外からの調達を増加させた場合など，
サービス輸入または広義のオフショアリングの拡大によって必ずしも国内生産や雇用が海外に代替されるわ































「貿易可能化革命（Tradability Revolution）」（UNCTAD [2004], pp. 148-149）と言われる事態が生
じたのである。
　次に，オフショアリングの中でも，本稿で取り扱う IT サービスの定義を明らかにしたい。
UNCTAD（United Nations Conference on Trade and Development，国連貿易開発会議）は，オフショ
アリングによるサービス業務を，コールセンタ ・ーサービス，バックオフィス・サービス，IT サー




Services）と遠距離通信サービス（Telecommunications Services）に分けている（図 1 参照）。さ
らにコンピュータ関連サービスを，「コンピュータ・データ処理サービス（Computer and Data 
Processing Services）」
4)




Royalties and License Fees of General Use Computer Software）」
6)
の 3 つに分類している（U. S. 








S. Department of Commerce, BEA [1998], p.14.
 6）①汎用ソフトウエアを配信する権利，②電子的に送信された，またはマスターコピーから作られた汎用ソ
フトウエアのコピーまたはその使用権。包装され，物理的に輸送された汎用ソフトウエアは財貿易の統計に
含まれ，ここからは除外される。U. S. Department of Commerce, BEA [1998], p. 64.




















 7）例えば，T・フリードマンは次のような事例を著書，The World is Flat（邦題『フラット化する世界』）の
中で紹介している。多忙な世界的企業の重役が，インドの専属遠隔重役アシスタントに仕事を依頼すれば，「イ
ンドとは時差があるので，ニューヨークで眠っているあいだにこちらで仕事をして，朝までに戻すことがで













                遠距離通信サービス
図 1　米国商務省による IT サービス貿易の定義
　注）コンピュータ関連サービス貿易が本稿での分析対象





and Abbott [2007], p.44）
　それでは米国のニアショアリングとしてのメキシコの立地特殊的優位性とはどのようなもの
















者と比較して，米国に常駐する必要性が小さいとされている。表 2 と表 3 を参照のこと。
図 2　ニアショアの拠点国と三大クラスター
出所）Carmel and Abbott [2007], p.43 




　第 3 に，経済的，政治的近接性である。その最も重要な制度的枠組みは，NAFTA（North 















































































1 ～ 5 時間
出所）Softtek [2005a] より作成。
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　ニアショアリングに焦点を絞った研究とは必ずしも言えないが，Mullan, Kenney and 
Dossani [2008] は，メキシコとインドを対比させながら，メキシコの ITAS（Information 
Technology, Administrative and technical Services）の優位性と今後の課題を検討した興味深い研
究である。以下，本稿では，同研究の成果も参考にしながら，次の点から独自の分析を行う。





働を行う目的で入国する際に発給されるビザである。Hufbauer and Schott [2005], p. 112. 
13）太田 [2008]，208-211 ページを参照。





























　　　　　図 3　米国サービス貿易の統計項目とコンピュータ関連の IT サービス貿易との対応関係
注） a) 米国サービス貿易統計の中から，本稿での関係箇所のみを抜粋して作成。
    b) 太字下線部分が本稿での分析対象












2005 年に 4 億 4,100 万ドルであったのに対して，2006 年にその額は 27 億 9,900 万ドルへと
6 倍以上の増加を見せている（表 4 参照）。そしてカナダを例外として，同じ傾向が他の国にお
いても見られる。


















。2006 年から 2007 年にかけて，先





































合計 n.a. 10,596 n.a. n.a. n.a. 16,655 13,604 13,085 519 3,051
独立企業間貿易 3,002 2,349 2,000 349 653 3,757 3,006 2,707 299 751
企業内貿易 n.a. 8,247 n.a. n.a. n.a. 12,898 10,598 10,378 220 2,300
米国親会社から在外子会社への支払い n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. 7,983 7,847 7,762 85 136
在米子会社から外国親会社への支払い n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. 4,915 2,751 2,616 135 2,164
カナダ 1,410 1,383 1,360 23 27 2,384 2,137 2,077 60 247
ヨーロッパ 969 403 159 243 566 8,708 6,389 6,076 313 2,319
  ベルギー・ルクセンブルグ n.a. 12 10 1 (D) 142 127 122 5 15
  フランス n.a. 66 9 56 (D) 1,111 590 531 59 521
  ドイツ 93 71 34 37 22 n.a. 1,218 1,183 35 (D)
  アイルランド n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. 187 185 2 (D)
  イタリア 11 10 8 2 1 n.a. (D) (D) 2 4
  オランダ n.a. 30 8 22 (D) 652 634 604 30 18
  ノルウェー n.a. 1 1 (*) (D) n.a. 27 26 2 (D)
  スペイン 52 50 4 46 2 292 289 234 55 3
  スウェーデン 5 2 1 1 3 190 164 159 5 26
  スイス n.a. 28 10 18 (D) 356 225 209 15 131
  イギリス 152 104 50 55 48 2,370 2,273 2,200 73 97
  その他 n.a. 28 23 5 (D) n.a. (D) (D) 31 59
ラテンアメリカとその他西半球 25 22 17 5 3 572 489 484 5 83
  南米・中米 21 18 13 5 3 n.a. 432 428 4 (D)
    アルゼンチン n.a. 3 (*) 3 (*) n.a. 24 24 (*) (*)
    ブラジル 8 5 4 (*) 3 n.a. 245 245 1 (*)
    チリ n.a. (*) (*) (*) (*) n.a. 7 7 (*) (*)
    メキシコ n.a. 6 6 1 (*) n.a. 126 123 3 (D)
    ベネズエラ n.a. 2 2 (*) (*) n.a. 8 8 0 (*)
    その他 n.a. 1 1 1 (*) n.a. 21 21 (*) (*)
  その他西半球 n.a. 4 4 1 (*) n.a. 57 55 1 (D)
    バミューダ n.a. 1 1 (*) (*) 4 3 3 (*) 1
    その他 n.a. 3 2 1 (*) n.a. 54 53 1 (D)
アフリカ 6 3 1 2 3 n.a. (D) (D) 4 1
  南アフリカ 1 1 (*) 1 0 n.a. (D) (D) (*) (*)
  その他 5 2 1 1 3 n.a. (D) (D) 4 1
中東 31 14 8 5 17 n.a. (D) (D) 1 (D)
　イスラエル 13 5 4 1 8 n.a. (D) (D) 1 (D)
　サウジアラビア n.a. 3 (*) 3 (*) n.a. 2 2 0 (*)
　その他 15 6 4 1 9 n.a. 1 1 (*) (D)
アジアと太平洋州 562 525 455 70 37 n.a. 4,256 4,119 137 (D)
　オーストラリア n.a. 16 (D) (D) (D) 288 262 247 15 26
　中国 n.a. 8 (D) (D) (D) n.a. 246 239 7 (D)
　香港 3 2 1 1 1 48 46 45 1 2
　インド 441 437 418 19 4 2,799 2,787 2,731 56 12
　インドネシア 2 2 2 (*) 0 n.a. 1 1 (*) (*)
　日本 26 23 7 16 3 749 458 440 18 291
　韓国 n.a. 9 (*) 9 (*) 31 30 28 2 1
　マレーシア n.a. (*) (*) (*) (*) 24 23 23 (*) 1
　ニュージーランド n.a. 4 4 (*) (*) 34 30 29 (*) 4
　フィリピン n.a. 14 12 3 (*) n.a. (D) 70 (D) 2
　シンガポール 5 4 (*) 4 1 176 175 170 5 1
　台湾 n.a. 1 (*) 1 (*) 90 88 84 4 2
　タイ n.a. (*) (*) (*) 0 n.a. 4 4 (*) (*)
　その他 3 3 3 1 0 n.a. (D) 6 (D) (D)
国際機関など 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　EU 924 368 145 223 556 8,281 6,111 5,815 296 2,170
注） 　a）2007 年の数値は、暫定値。
　　　b）(D) は、個別企業の情報の発覚を避けるために公表されていない。
　　　c）(*) は同欄のデータが 50 万ドル以下であることを表す。
出所）2006 年および 2007 年のデータについては、Koncz and Anne [2008], p. 45, Table 4.1., p. 55, Table 7.1. 
　　　2005 年のデータについては、U.S. Department of Commerce, BEA [2008], Table 4.20., Table 7.20.
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進国のニアショアリング国であるカナダから 4 億 800 万
ドルの増加，先進国以外のニアショアリング諸国であるラ
テンアメリカとその他西半球から 6,400 万ドルの減少（ブ
ラジルからは 1 億ドルの減少，メキシコからは 2,500 万ドルの増
加）であった。一方で，先進国のオフショアリング諸国で
あるヨーロッパからは 6 億 7,500 万ドルの減少で，これは
イギリスからの 7 億 7,900 万ドルの減少によるところが
大きい。先進国以外のオフショアリング諸国であるアジア
と太平洋諸国（オーストラリア，日本，韓国，ニュージーラン
ドを除く）からは 15 億 9,300 万ドルの増加で，これは 12
億 8,300 万ドル増加したインドからの輸入を筆頭に，中国




















見れば，第 1 位はインドの 40 億 800 万ドル，第 2 位はカ


















18,384 14,815 14,201 615 3,569
4,153 3,380 3,031 349 773
14,231 11,435 11,169 266 2,796
8,090 7,736 7,581 154 354
6,141 3,699 3,588 111 2,442
2,893 2,552 2,485 67 341
8,355 5,751 5,401 350 2,604
162 141 137 4 21
1,120 574 562 12 546
2,750 1,317 1,278 38 1,433
510 235 230 6 275
173 168 165 3 5
488 466 436 30 22
33 30 28 2 3
401 396 260 135 5
163 141 139 2 22
351 242 224 19 109
1,596 1,513 1,421 91 83
607 528 519 9 79
549 428 420 8 121
357 352 346 6 5
23 20 19 1 3
138 137 135 2 1
n.a. 7 6 1 (*)
151 150 148 2 1
n.a. 2 2 (*) (*)
n.a. 37 36 (*) (*)
192 76 74 2 116
2 1 1 (*) 1
189 74 72 2 115
76 75 75 (*) 1
n.a. (D) (D) (*) (*)
n.a. (D) (D) (*) 1
170 136 135 2 34
161 129 128 1 32
n.a. 2 2 0 (*)
7 5 4 1 2
6,341 5,873 5,685 188 468
286 267 255 12 19
558 543 524 19 15
n.a. (D) (D) 2 2
4,125 4,070 4,008 62 55
3 2 2 (*) 1
788 439 407 32 349
45 39 37 2 6
n.a. 45 45 (*) (*)
20 18 18 (*) 2
n.a. 177 135 42 (*)
133 118 107 11 15
n.a. (D) (D) 3 2
n.a. 6 6 (*) (*)
12 9 6 3 3
0 0 0 0 0
7,938 5,457 5,128 329 2,481
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万ドル，第 4 ～ 5 位は独仏の順で，第 6 位は中国の 5 億 2,400 万ドル，メキシコは前述のよ
うに第 14 位で 1 億 4800 万ドルであった。そして米国の同項目の輸入総額に占めるメキシコ
からの輸入額の比率は約 1% である。このように現状では，メキシコはオフショアリングおよ
びニアショアリングの先発諸国と比較した場合，大きく水を空けられている。
　またメキシコの同項目の輸入額は，2005 年の 600 万ドルから 2006 年の 1 億 2,300 万ドル


























17）メキシコに進出している IT サービス関連の米国多国籍企業としては，アクセンチュア，EDS, HP，IBM
などである。元々，IT サービスとは異なる業種（製造業など）であるが，企業内に高付加価値工程を残し
ながら，同時にソフトウエアなどの開発コストを下げるためにメキシコに進出した企業として，GM，GE，







































and Carmel [2008]；Aubert, Rivard and Templier [2009]
19）ここでは伊藤 [1989] の議論を参考に，IT サービスに関する議論への応用を試みた。























ビシーズが，2007 年にインフォシスとウイプロが，メキシコに進出した (Mullan, Kenney and 










　＜米国／ワシントン DC ＞　12 月 1 日：ロー・ファーム，ビジネス・コンサルティング・ファーム
　＜メキシコ／モンテレイ＞　12 月 3 日：SEDEC（Secretaría de Desarollo Económico/ ヌエボ・レオン州
経済開発庁），Nuevo León Software Advisory Council，A 社（メキシコ系 IT サービス企業），B 社（メキ
シコ系 IT サービス企業），Monterrey IT Cluster
　＜メキシコ／メキシコシティ＞　12 月 4 日：C 社 （米系 IT サービス企業），JETRO MEXICO，D 社
（アルゼンチン系 IT サービス企業），AMITI（Asociación Mexicana de la Industria de Tecnologías de 
Información/ メキシコ IT 産業協会），経済省 (Secretaría de Economía) 国内商業・デジタルエコノミー局，
E 社（インド系 IT サービス企業）
21）B 社インタビュー調査。
22）E 社インタビュー調査。






























　他方で，ニアショアリングに適した IT サービスの需要は，IT サービスのオフショアリング



















航空運賃（到着地：JFK 空港，２週間前に予約，エコノミー料金） 500 ドル 4,000 ドル
ホテル代（シェラトンとタワーズ，１泊 180 ドル） 720 ドル（時差ぼけ無し） 900 ドル
移動を含む主張に要する日程 4 日 8 日
人件費（時間給 80 ドル×１日 8 時間労働） 640 ドル 1,280 ドル
総費用 1,860 ドル 6,180 ドル
出所）Sofftek [2005b]






時点で，約 62 万 5,000 人の IT 専門家を擁している。そしてオフショアリングに適した人的
資源の蓄積において，インド，中国，ロシア，フィリピン，トルコ，タイ，ポーランド，ブ
ラジルに次いで，第 9 番目に位置している（Secretaría de Economía [2008] ; Farrell [2006], pp. 
104-106）。また 121 の大学（大学の総数は 700 以上）が IT 関連のプログラムを開講しており，
同プログラムに在籍している学生数は 40 万人で学生数全体の 11％に相当し，過去 15 年間で
8 倍となった。その結果，毎年，6 万 5,000 人が IT 専門家として大学や専門学校を卒業して
おり，ラテンアメリカ諸国の中でメキシコは，IT 分野において最も多数の人材を世に送り出
すようになった（Mexico IT [2008]）。このように近年のメキシコにおける IT 分野の人材育成に
は注目すべきものがあるが，他方で，インドの場合は，2008 年（推計値）で IT 専門家を 199
























31）AMITI および E 社インタビュー調査。
32）従業員数。2008 年 12 月時点のデータ。http://www.softtek.com/en/about_fast_facts.php を参照。2009
年 8 月 26 日にアクセス。
33）IT コンサルタント数。2009 年 8 月 26 日に次の URL を参照した際のデータ。http://www.tcs.com/about/
corp_facts/Pages/default.aspx
34）E 社インタビュー調査。
35）同社の HP から。http://www.softtek.com/en/about_company.php を参照。2009 年 8 月 26 日にアクセス。




(Mullan, Kenney and Dossani [2008]，p. 187)。また筆者が行ったインタビューの中で，メキシコ
に進出したインド系トップクラスの IT サービス企業のオペレーション責任者は，オフショア
リングに関してインドは既に 20 年程度の経験をもっており，メキシコがインドに追いつくの


















37）ビジネス・コンサルティング・ファームへのインタビュー調査。また Moore [2007] も参照。
38）メキシコに進出した大手 IT サービス企業の IBM・グローバル・サービシーズやタタ・コンサルタンシー・
サービシーズも，従業員数で見たメキシコでの企業規模はメキシコ系のトップクラスの企業よりも小さいこ
とが報告されている。Mullan, Kenney and Dossani[2008]，p. 184，187.
表 6　主要な BPOおよび ITアウトソーシング企業（単位：100万ドル，人）
企　業　名 収　入 従　業　員
IBM・グローバル・サービシーズ（米国） 54,100 190,000








　注）Softtek 社に関するデータを除いて 2008 年 2 月時点で入手可能であった最新のデータに基づく。
　　　Softtek 社の収入は 2007 年の推計値
出所）Softtek 社以外のデータは ECLAC[2009], p. 101；Softtek 社のデータは
　　　http://www.globalservicesmedia.com/Content/general200801243645.asp
　　　2009 年 2 月 9 日にアクセス




含まれるが，本稿で考察を深めた技術，人的資源の蓄積という点に絞れば，第 1 に，IT 分野























39）これに関連して，メキシコは，PROSOFT  (Programa  de  Desarrollo  del  Sector  de  Servicios  de 
Tecnologías de Información) という政策を打ち出している。詳しくは田島 [2009] を参照されたい。
40）これと同様のことが製造業においても見られる。顧客の厳しい要求に迅速かつ的確に対応することが求め
られる製品については，自動車産業を中心にジャスト・イン・タイム（Just In Time: JIT）のビジネスモデ
ルが用いられ，米国に対するメキシコの近接性が立地特殊的優位性となっている。このような製品の供給に
おいて，メキシコは中国との競争を回避しながら，米国との国際分業において他国が代替困難なユニークな
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